
（事業目的）

（事業内容）

受益面積 64.4ha

受益戸数 133戸

主要工事 区画整理　64.4ha

総事業費 1,800百万円（国 62.5% ,県 27.5%, 市町村 10%,地元 0%)

工　　期 令和２～１３年度

（事業の進捗状況）

令和５年度末までに区画整理４．６ｈａが完成している。

令和６年度末の事業費進捗率は４６．２％となる。

（関連事業の進捗状況）

国営総合農地防災事業「那賀川地区」

令和６年度末までに幹線水路１８．０ｋｍが完成。

令和６年度末の事業進捗率は１００．０％。

（社会経済情勢の変化）

（計画上重要な部分の変更の必要性の有無）

特になし。

（費用対効果の分析）

総費用便益費　＝　総便益　／　総費用　＝

（受益農家，関係機関の意向）

地元受益者から、事業の早期完成を要望されている。

（事業の実施方針）

継続して事業を実施する。

令和６年度　再評価調書

農地中間管理機構関連農地整備事業 地区・路線名

ふ　り　が　な
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長生中央地区

ながいけちゅうおう

阿南市徳島県 関係市町村
事業主体

　本地区は、徳島県阿南市の中央部に位置し、低平地が広がる農業地帯であり、水稲を中
心とした営農が展開されている。
　農地は区画整理が未実施のため、不整形な農地での営農に多大な労力を費やしている。
また、本地区では、耕作者の高齢化や後継者不足に伴い、農地中間管理機構への貸付が行
われたが、現在の基盤整備状況では、担い手が借り受けないおそれがあり、休耕地や耕作
放棄地の増加が想定される。
　このため、本事業により区画整理による大区画化や道路・用排水施設の整備など基盤整
備を実施することで、農業の生産性向上ならびに担い手への農地の集積・集約化の加速化
を図り、本地域の豊かで競争力ある農業の実現に資するものである。

　農業従事者の高齢化と農業後継者の不足及び農産物価格の低迷や諸資材費の高騰によ
り、農業を取り巻く情勢は厳しさを増しているが、本地区においては、担い手への農地集
積及び集約による営農の大規模化及び効率化に取り組んでおり、農業経営の安定化を実現
するためにも事業計画に沿って区画整理を進める必要がある。

２．区画整理が完了した農地においては、担い手へ集積され営農の大規模化及び
　　効率化が実現している。

１．令和６年度末までに第１揚水機場掛かりの区画整理１５．７ｈａが
　　完成予定。


